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このとき、△ ABCの成立条件は、 0y である。 
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①を満たす、 0y である実数の組 ),( yx が存在することが条件である。 
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p のとき、 022  yx であるから、このような実数の組 ),( yx は存在しない。 
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p のとき、 022  yx であるから、 )0,0(),( yx しかないので、不適。 
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p のとき、①を満たす実数の組 ),( yx をとることができ、 0y である組もとれる。 

以上により、必要条件は 0
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p であるとき、①を満たす、 0y である実数の組 ),( yx をとれるから、 

求める必要十分条件は 0
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